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     この募集要項は、令和６年４月入学博士前期課程に関する７つの入学試験のうちの○印に該当します。 

 入 学 試 験 の 名 称 

 令和６（２０２４）年度博士前期課程（一般選抜） 

◯ 令和６（２０２４）年度博士前期課程（社会人対象特別選抜（情報基礎数学専攻）） 
 令和６（２０２４）年度博士前期課程（推薦入学特別選抜） 

 令和６（２０２４）年度博士前期課程（学部３年次学生を対象とする特別選抜） 

 令和６（２０２４）年度博士前期課程（外国人留学生対象特別選抜・夏季） 

 令和６（２０２４）年度博士前期課程（外国人留学生対象特別選抜・１２月） 

 令和６（２０２４）年度博士前期課程（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ英語特別コース） 
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１．情報科学研究科教育目標等について 
 
〔情報科学研究科教育目標〕 

 
大阪大学は、「知の創造、継承及び実践」を使命とし、「地域に生き 世界に伸びる」をモットーに、学問の独

立性と市民性を備えた世界水準の高度な教育研究を推進し、次代の社会を支え、人類の理想の実現をはかる有能

な人材を社会に輩出することを目的とします。 
 
 その目的の実現のため、研究科及び全学的な教育研究組織において、 
  ○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
  ○高度な教養 
  ○高度な国際性 
  ○高度なデザイン力 
を身につけた知識基盤社会のリーダーとなるべき人材を育成します。 
 
大阪大学の教育目標のもと、情報科学研究科では、「我々人類が、豊かで充実した社会生活を営むために

は、情報技術を核とする知識基盤社会の実現が必要不可欠であり、これを可能にする新しい技術や新しいシス

テムを生み出し、社会に変革をもたらすための学問が情報科学である」との理念に基づき、情報科学技術に関

する最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけ、当該分野を牽引し、新たな学術領域を開拓する技術者、

研究者、および、教育者等を輩出することを目的としています。 
 
<博士前期課程> 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
授業科目及び研究活動により、情報科学技術分野や数学・生命科学などの関連分野、あるいは多様な応用分

野における最先端かつ高度な専門知識ならびに技能を持った人材の育成を目指します。 
○高度な教養 
授業科目や研究活動を通して、専門とする分野やその関連分野に関わる広範な教養を持った人材の育成を目

指します。 
○高度な国際性 
授業科目及び研究活動により、国際的な視野を持って活動できるコミュニケーション力を持った人材の育成

を目指します。 
○高度なデザイン力 
研究活動を通して、人と協働してプロジェクトを遂行できるマネジメント力を持った人材の育成を目指しま

す。 
授業科目や研究指導により、情報科学は常に人類の幸福につなげるべき技術であるという高い倫理観を持っ

た人材の育成を目指します。 
 
<博士後期課程> 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
授業科目及び研究指導により、情報科学技術分野や数学・生命科学などの関連分野、および応用分野におけ

る最先端かつ高度な専門知識ならびに技能を持った人材の育成を目指します。 
○高度な教養 
授業科目及び研究指導を通して、専門とする分野やその関連分野に関わる広範な教養を持った人材の育成を

目指します。 
○高度な国際性 
国際性涵養科目及び研究指導により、国際的な研究活動ができるコミュニケーション力を持った人材の育成

を目指します。 
○高度なデザイン力 
演習やセミナー科目及び研究指導を通して、当該分野において自ら設定した課題を探求できる研究能力を持

ち、人と協働してプロジェクトを遂行できるマネジメント力を持った人材の育成を目指します。 
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授業科目や研究指導により、高い倫理観と世界的な視野で技術者・研究者を先導するリーダーシップ力を持

ち、プロジェクトやビジネスプロジェクトを率いることが人材の育成を目指します。 
 
 
〔情報科学研究科学位授与の方針〕（ディプロマ・ポリシー） 

 
大阪大学は、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間在学し、所属研究科において定める専門分

野に関する高度な知識・技能、教養、国際性及びデザイン力を身につけ、所定の単位を修得し、必要な研究指

導を受けた上で審査及び試験に合格した学生に学位を授与します。 
 

（学習目標） 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・専門分野における最先端かつ高度な知識・技能を有している 
・課題解決のために最先端かつ高度な知識・技能を活用できる 
○高度な教養 
・高度で幅広い知識を有している 
・複眼的、俯瞰的に思考し、多角的に評価できる 
○高度な国際性 
・異なる言語・文化を深く理解できる 
・言語・文化の相違を超えて広く交流できる 
○高度なデザイン力 
・社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる 
・社会・学問における本質的かつ複雑多様な課題の発見・解決のために、様々な分野の人と協働できる 
 
大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、情報科学研究科の博士前期課程および博士後期課程では、以下の

ように、体系的なコースワークにより所定の単位を修得した上で、必要な研究指導を受けて作成した学位論文

を提出し、要件を満たす学生に、博士前期課程では修士（情報科学、理学、または工学）を、博士後期課程で

は博士（情報科学、理学、または工学）を授与します。 
 
<博士前期課程> 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・当該分野に関する十分な学識を有している 
・専攻分野における研究能力や高度の専門性が求められる職業を担うための最先端かつ高度な知識・技能を身

につけている 
○高度な教養 
・修士学位論文を明瞭かつ平明に記述することができる 
・職業人さらに社会人としての高い倫理観や専門性を社会で生かすための高度な教養を身につけている 
○高度な国際性 
・専攻分野において、国際的な視野を持ってコミュニケーションできる学力、コミュニケーション力を有して

いる 
○高度なデザイン力 
・修士学位論文に専攻分野の発展に貢献する研究内容が含まれている 
 
<博士後期課程> 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・博士学位論文の学術内容を含む分野に関する最先端かつ深い学識を有している 
・専攻分野における研究能力や高度の専門性が求められる職業を担うための最先端かつ高度な知識・技能を身

につけている 
○高度な教養 
・博士学位論文が明瞭かつ平明に記述することができる 
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・職業人さらに社会人としての高い倫理観や人類の幸福に資する研究開発を立案するための高度な教養を身に

つけている 
○高度な国際性 
・独立した研究者として世界的な視野で研究を遂行できる学力、コミュニケーション力を有している 
○高度なデザイン力 
・博士学位論文が、情報科学技術の学術領域において、未知の事象や事物の発見、新しい理論の構築と展開、

新しい技術、機器、手法ならびにアルゴリズムの開発や発明と応用、新しい学問的概念の提出など、学理とそ

の応用に関する重要な貢献を果たしている 
 
 
〔情報科学研究科教育課程編成・実施の方針〕（カリキュラム・ポリシー） 

 
大阪大学は、学位授与の方針に掲げる高度な知識・技能などを修得させるために、専攻分野に関する科目並

びに高度教養教育及び国際性涵養教育に関する高度な授業科目を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切

に組合せた高度な授業と優れた研究指導を行います。 
 
また、試験及び審査により学修成果を厳格に評価します。 
 
大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、情報科学研究科の博士前期課程および博士後期課程では、以下

のように教育課程を編成しています。 
 
<博士前期課程> 
＜教育課程編成の考え方＞ 
情報科学研究科の博士前期課程では、情報科学の学術領域を俯瞰し基礎的素養を涵養できる体系的なコース

ワークのために、専攻ごとの専門性を獲得するための基礎科目のほかに、周辺の重要分野を網羅した境界横断

的な科目を配置しています。また、分野横断型融合科目や、産業界などの外部から講師を招いて最新の技術動

向をカバーする特別講義科目、国内外の企業や研究機関へのインターンシップ科目、プロジェクト型演習科目

など実践力を育てる科目を配置しています。さらに、高度な教養のために他専攻、他研究科等の科目を配置し

ています。国際性の涵養については、海外インターンシップ科目や世界の最先端研究を理解できるセミナー科

目などを配置しています。このような専門教育・高度教養・国際性を涵養する情報科学技術に係わる高度な授

業を開講するとともに優れた研究指導を行います。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
講義を主体とする基礎科目、境界横断的科目、分野横断的科目や特別講義科目、実地体験を主体とするイン

ターンシップ科目、学生の自主的な学びを特に求めるプロジェクト型演習科目やセミナー科目、さらに研究指

導により 、高度な技術者・研究者としての素養が身に付くように配慮するとともに、社会の多様な要請に対

応した幅広い知識を修得できるようにしています。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
シラバスに記載されている学習目標の達成度に対して、試験や課題、レポートなどの相応しい方法を用い

て、厳格に評価します。 
 
<博士後期課程> 
＜教育課程編成の考え方＞ 
情報科学研究科の博士後期課程では、情報科学の学術領域における高度な専門的知識を最先端の学識へと深

化させる体系的なコースワークのために、最先端の科学・技術を修得できる専門科目に加え、国内外の企業や

研究機関等へのインターンシップ科目などを配置しています。国際性の涵養については、海外インターンシッ

プ科目や世界の最先端研究を理解できるセミナー科目などを配置しています。このような教養・デザイン力・

国際性を涵養する情報科学技術に係わる高度な授業を開講するとともに優れた研究指導を行います。 
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＜学修内容及び学修方法＞ 
専門科目は内容に応じて、講義またはセミナー形式で実施します。インターンシップ科目は、実地体験を主

体とし、事前学習、事後発表を行います。セミナー科目では学生が特に自主的に活動します。これらにより、

新しい学術的価値を生み出す能力を養います。また、それを活用して新しい社会的価値を創出できる人材の育

成を行います。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
シラバスに記載されている学習目標の達成度に対して、試験や課題、レポートなどの相応しい方法を用い

て、厳格に評価します。 
 

博士前期課程・後期課程を通じて、留学生のために英語で学修できる情報科学英語特別コースを設置していま

す。留学生以外の学生もこのコースの科目を履修することができ、国際性を涵養することができるようにしてい

ます。 
 
 
〔情報科学研究科の入学者受け入れの方針〕（アドミッション・ポリシー） 

 
情報科学技術は、シャノンの情報理論に始まり、その後ハードウェア、ソフトウェア、コンテンツへとその対

象領域を拡大させ、さらにそれらを体系化することで抽象的で再利用可能な知識となり、独自の学問体系が構築

されてきました。さらに、データから価値を見出し、知識を生み、そして知能へと進化を続けています。情報科

学研究科では、情報科学の根幹はもちろん、生命科学・数学・数理科学などの情報科学の基盤となる分野や技術

開発において優れた研究実績を生みだしています。これらを本研究科のもつシーズとしてさらに強化し、関連分

野の発展を支え、研究成果を社会に還元することで、「地域に生き世界に伸びる」国際研究開発拠点を目指しま

す。 
このような理念に従い、本研究科は大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、以下のようにアドミッシ

ョン・ポリシーを定めます。 
 
＜博士前期課程＞ 
【求める人材像】 
国内外を問わず、高度な情報社会の実現を可能にする情報科学技術の確立と深化を担う意欲を持った学生を

求めます。このため、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用

や展開に興味を持つ人を求めます。さらに、幅広い人材を求めていることから、生命科学・数学・数理科学など

の勉学や研究に取り組む意欲がある人、すべての学術領域と関わり合うことから、情報科学技術以外の分野を学

んできた人も求めます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を求めます。 
【入学者選抜の基本方針】 
 上記のような人材を受入れ、また多様な学生を確保するため、本研究科は一般選抜、社会人特別選抜、推薦

入学特別選抜、学部３年次学生を対象とする特別選抜、外国人留学生対象特別選抜、インフォメーションテクノ

ロジー英語特別コース入学者選抜（４月入学及び１０月入学）を行います。 
【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 
 一般選抜では、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や

展開に興味を持つ人等を筆記試験及び口頭試問等によって選抜します。 
社会人特別選抜では、社会人で数学の勉学や研究に取り組む意欲がある人を口頭試問等によって選抜します。 
推薦入学特別選抜では、情報科学技術以外の分野を学んできた人を口頭試問等によって選抜します。 
学部３年次学生を対象とする特別選抜では、学部３年次学生を対象に筆記試験及び口頭試問等によって選抜

します。 
外国人留学生対象特別選抜やインフォメーションテクノロジー英語特別コース入学者選抜（４月入学及び１

０月入学）では、海外から秀でた人を筆記試験や口頭試問等によって選抜します。 
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＜博士後期課程＞ 
【求める人材像】 
国内外を問わず、より高度な情報社会の実現のため、情報科学技術の確立と深化の上に情報科学の学術領域に

イノベーションを創起する意欲を持った学生を求めます。理工系などの研究科(博士前期課程・修士課程)で情報

科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や展開に興味を持つ人、情報科学の学術領

域への貢献を強く願っている人、さらに幅広い人材を求めるために、生命科学・数学・数理科学などの情報科学

以外の研究科等に在籍する人も受け入れます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を求めます。 
【入学者選抜の基本方針】 
 上記のような人材を受入れ、また多様な学生を確保するため、本研究科は一般選抜（４月入学及び１０月入

学）、外国人留学生対象特別選抜（４月入学及び１０月入学）、インフォメーションテクノロジー英語特別コース

入学者選抜（４月入学及び１０月入学）を行います。 
【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 
 一般選抜（４月入学及び１０月入学）では、理工系などの研究科(博士前期課程・修士課程)で情報科学技術

を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や展開に興味を持つ人、情報科学の学術領域への貢

献を強く願っている人、情報科学以外の研究科等に在籍する人等を口頭試問と必要に応じた筆記試験等によっ

て選抜します。 
外国人留学生対象特別選抜（４月入学及び１０月入学）やインフォメーションテクノロジー英語特別コース入

学者選抜（４月入学及び１０月入学）では、海外から秀でた人を口頭試問と必要に応じた筆記試験等によって選

抜します。 
 

 

２．専攻別募集人員 

専  攻  名 募集人員 

情 報 基 礎 数 学 専 攻 若 干 名 

 

３．出願資格 

次の（１）から（１０）のいずれかに該当し、更に、（１１）に該当する者とします。 併せて、外国人留学生

については、修学に必要な日本語能力を有する者とします。 

（１） 我が国の大学又は専門職大学を卒業した者及び令和６年３月３１日までに卒業見込みの者 

（２） 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０４条第７項の規定により大学改革支援・学位授与機構か

ら学士の学位を授与された者及び令和６年３月３１日までに授与される見込みの者 

（３） 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和６年３月３１日までに修了見込み

の者 

（４） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該外国の学校教

育における１６年の課程を修了した者及び令和６年３月３１日までに修了見込みの者 

（５） 我が国において、外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学も含む。以下同じ。）の課程（その修

了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして

当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者及び令和６年３月３１日までに修了見込みの者 

（６） 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関

係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定

するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該外国の学校が行う通信

教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了する

ことを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与された者又は令和６年３月３１日までに授与さ

れる見込みの者 

（７） 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び令和６年

３月３１日までに修了見込みの者 

（８） 文部科学大臣の指定した者 （昭和２８年２月７日文部省告示第５号） 
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（９） 学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者で、本研究科において、大学院におけ

る教育を受けるにふさわしい学力があると認められた者 
（１０）短期大学、高等専門学校、各種学校等の卒業者やその他の教育施設の修了者で令和６年３月３１日ま

でに２２歳に達する者で、かつ、本研究科において実施する個別の出願資格審査により大学又は専門職

大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者 

（１１）入学時までに、官公庁・会社・高等学校等で２年以上の勤務経験を有し、かつ、在職（休職を含む）の

まま課程の修了を目指すもの 

 

４．出願事前審査 

  社会人特別選抜に出願しようとする者は、事前に出願事前審査を受ける必要があります。出願事前審査に合

格した者のみが願書を提出できます。 

申請書類は郵送してください。 簡易書留郵便を利用し、申請書類等を一括して封筒（角形２号（33×24 ㎝）） 

に入れ、 提出期間内に必着するように郵送してください。 

封筒の表に 「博士前期課程(社会人対象特別選抜) 出願事前審査申請」 と朱書きしてください。 

提出期間 令和５年５月２９日（月）～令和５年６月２日（金）   

申請書類 出願に要する書類等一覧表に記載の  No.１～No.５  

提 出 先 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１番５号 

大阪大学大学院情報科学研究科 大学院係 

但し、やむを得ず持参する場合は、次の期間内に封筒（角形２号（33×24 ㎝）） に入れて、大学院係へ提出

してください。 

令和５年５月３１日（水）～令和５年６月２日（金）  ９：００～１１：３０、  

１３：００～１６：００ 

 

   出願事前審査の結果は、令和５年６月１３日（火）に郵送します。届かない場合は、出願期間に間に合うよ

うに大学院係へ問い合わせてください。 

 

５．出願手続 

  出願書類は郵送してください。 簡易書留郵便を利用し、出願書類等を一括して封筒（角形２号（33×24 
㎝））に入れ、出願期間内に必着するように郵送してください。  

封筒の表に「博士前期課程 （社会人対象特別選抜）出願書類」 と朱書きしてください。  

出願期間 令和５年６月２６日（月）～令和５年６月３０日（金） 

 

出願書類 

出願資格(１)～(８) 出願に要する書類等一覧の  No.６～ No.１５ 

出願資格(９)～(１０) 出願に要する書類等一覧の  No.６、７ 

及び No.１０～１５ 

提 出 先 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１番５号 

大阪大学大学院情報科学研究科 大学院係 

 

  但し、やむを得ず持参する場合は、次の期間内に封筒（角形２号（33×24 ㎝））に入れて、大学院係へ提出

してください。 

令和５年６月２８日（水）～令和５年６月３０日（金） ９：００～１１：３０、 

１３：００～１６：００ 

なお、受験票は、令和５年７月７日（金）に郵便で送付します。７月１４日（金）までに届かない場合は、

大学院係まで連絡してください。 
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６．検定料 

３０,０００ 円 

支払場所  最寄りの銀行窓口 （ATM（現金自動預払機）は利用しないでください。）なお、ゆうちょ銀

行での振り込みはできません。 

支払方法  本研究科所定の振込用紙を用いて指定口座に振り込んでください。振込手数料は振込者負担

です。 

銀行から収納印をうけた検定料振込証明書を所定用紙に貼付のうえ、提出してください。 

もしくは、検定料納入システムを利用し、クレジットカード、コンビニエンスストア、Pay-

easy 利用の銀行決済等により検定料を納入することも可能です。詳細は本研究科ホームページ

（トップページ/入試情報/令和６年度（２０２４年度）学生募集要項）に掲載の「入学検定料

支払いの流れ」を参照してください。 

なお、国費外国人留学生［日本政府（文部科学省）から奨学金の支給決定通知を受けた、又

は既に支給されている留学生］として出願する場合は、支払いは不要です。 

 

また、日本国内で大規模災害により被災した志願者に対し、検定料免除の特別措置を講じます。 

詳細は本研究科ホームページ（トップページ/入試情報）に掲載の「大阪大学入学者選抜における検定

料免除について」を参照してください。 

検定料免除を申請する場合は、検定料を払い込まず検定料免除申請書等必要書類を提出してください。 

 

７．選抜方法 

  選抜は、学力試験及び出身大学の成績証明書の成績等を総合して行います。 

学力試験は、口頭試問により行います。 

試験日時 口頭試問 令和５年７月３０日（日）   ９：００～ 

試験場所 吹田地区 情報科学研究科 

試験に関する詳細は、受験票送付時に通知します。 

 

８．合格者発表 

  令和５年８月１７日（木）午後２時から、吹田地区の情報科学研究科Ａ棟内１階掲示板において受験番号で

発表のうえ、合否通知書を郵送します。なお、電話・メール等による合否の問い合わせには応じません。 

  また、入学手続を行うまでに所属長の就学許可書（様式自由）が得られない者は入学を許可しないことが

あります。 

 

９．入学時に必要な経費 

    入学料 ･･････２８２,０００ 円 

 授業料 ･･････５３５,８００ 円（年額）  

入学後、半期分（２６７,９００ 円）ずつ口座振替により納入することとなります。 

 

（１） 入学料、授業料の額は、令和５年４月現在のものです。これらは改定することがあります。 

令和６年度の必要経費は、入学手続時までに別途お知らせいたします。 

（２） 在学中に授業料の改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用されます。 

（３） 入学後、国費外国人留学生として在学する場合には、入学料、授業料は不要です。 

 

１０. 個人情報の取扱い 

（１） 出願時に提出された氏名、住所、その他個人情報は、「入学者選抜（出願処理、選抜試験実施）」、「合格

者発表」及び「入学手続」等の入試業務を行うために利用します。 

    なお、合格者の個人情報は合格発表日以降、入学後に履修可能な教育プログラムを案内するために利

用することがあります。 
また、入学者の個人情報は、「教務関係（学籍管理、修学指導）」、「学生支援関係（健康管理、授業料免

除・奨学金申請、就職支援等）」及び「授業料収納に関する業務」を行うためにも利用します。 
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（２） 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入試結果の集計・分析及び入学者選抜方法の調査・研究

のために利用します。 

（３） 上記の業務を行うにあたり、一部の業務を外部の業者に委託する場合があります。 
   この場合、外部の事業者と個人情報の取扱いが適切に行われるよう契約を結んだ上で、当該事業者に対し

て、提出していただいた個人情報の全部または、一部を提供します。 

 

１１．注意事項 

 (１)  障がい等のある者で、受験及び修学に際して特別な配慮を必要とする者は、 原則として、令和５年６

月２日（金）までに大学院係へ連絡してください。  

（２） 出願書類に不備がある場合は、原則として受理しません。 

（３） 出願手続後は、いかなる事情があっても願書記載事項の変更は認めません。 

（４） 入学手続は、令和６年３月７日（木）～３月８日（金）に行います。 詳細は、合格者に後日通知しま

す。 

（５） 令和６年３月３１日までに入学資格（大阪大学大学院学則第２０条）を満たさない者は、入学許可を取

り消します。 

 また、入学願書の履歴、入学資格等につき虚偽の記載をした者は、入学手続後であっても入学の許可

を取り消すことがあります。 

（６）  振り込まれた検定料は、次の場合を除き返還しません。 

      ① 出願したが、受験資格がなかった場合   

      ② 出願書類受付期間終了後に出願書類が到着したため、受理されなかった場合 

      ③ 出願書類に不備があり、受理されなかった場合 

      ④ 検定料を払い込んだが、出願しなかった場合 

      ⑤ 検定料を、誤って二重に振り込んだ場合 

      ⑥ その他、大学が返還を認めた場合 

     上記の場合は、返還請求を行ってください。返還請求の方法は、本研究科大学院係までお問い合わせ

ください。 

（７） 本募集要項でいう「外国人留学生」は、在留資格「留学」を有する外国人のことです。なお、現在外国

に在住している者は、入学時に「留学ビザ」を取得し、「外国人留学生」として入学することとなります。 

（８） 不測の事態に伴う入学試験実施への影響と対応は、必要に応じて本研究科ホームページに掲載しますの

で、必ず確認してください。 

（９） 新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、本募集要項記載の内容から変更することがあります。

最新の情報は、本研究科ホームページにて適宜確認してください。 

 

１２．その他 

    情報科学研究科の博士前期課程の入学試験は、当該入学試験の他「一般選抜」「推薦入学特別選抜」「学

部３年次学生を対象とする特別選抜」「外国人留学生対象特別選抜」「インフォメーションテクノロジー英

語特別コース」があります。 

 

                        

 

 令和５年３月   

                                              

《問い合わせ先》 

                                                     大阪大学大学院情報科学研究科 大学院係  

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１番５号 

電話: 06-6879-4508・4509（直通）   

                                                              E-mail: office@ist.osaka-u.ac.jp 
情報科学研究科ホームページ  

URL: https://www.ist.osaka-u.ac.jp/  
 

mailto:office@ist.osaka-u.ac.jp
https://www.ist.osaka-u.ac.jp/
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出願に要する書類等一覧 

（注意事項１）記入の際、消すことができる筆記具（例：鉛筆、消すことのできるボールペン等）は使用しない

でください。 

（注意事項２）日本語・英語以外の証明書、文書、資料等については、日本語又は英語訳を添付してください。 

● 出願事前審査の必要書類 

№ 書  類 内         容 

１ 出願事前審査書 （履歴） 所定の用紙に必要事項を記入してください。 

２ 出願事前審査書 （学部の卒業

研究の概要、研究業績など） 

所定の用紙に必要事項を記入してください。 

３ 出願事前審査書 （研究希望調

書） 

所定の用紙に必要事項を記入してください。 

４ 成績証明書 出身（在籍）大学長又は学部長の発行したもの。ただし、出願資格（９）（１０）によ

り出願する者は、最終学歴の成績証明書、 又はこれに準ずるもので、 教育機関の長が

証明したもの 

５ 在職証明書 様式は自由。但し、在職期間が明記されたものに限る。 

● 出願時の必要書類 

６ 大学院入学願書 

 

入学願書に必要事項を記入し、写真は、３か月以内に単身撮影したものを貼付してくだ

さい。 

願書には、原則として戸籍に記載の氏名（外国人の場合は住民票又は旅券（パスポー

ト）に記載の氏名）を記入してください。 

７ 受験票・写真票 所定の用紙に写真（３か月以内に単身撮影）を貼付し、必要事項を記入してください。 

８ 卒業・修了証明書 出身（在籍）大学長又は学部長の発行したもの。但し、出願資格（９）（１０）により

出願する者は提出不要です。 

９ 学士の学位証明書 （独）大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者のみ提出してくださ

い。 なお、（独）大学改革支援・学位授与機構に学士の学位を申請する予定の者は、 短

期大学長又は高等専門学校長の学位授与申請 （予定） 証明書を提出してください。 

10 住民票又は在留カードの写し 

 

日本に在住する外国人の志願者は、市区町村長発行の在留資格及び在留期間を明記し

た「住民票の写し」又は「在留カードの両面の写し」を提出してください。日本人は提

出不要です。 
＊出願者以外の世帯員については、証明不要です。 
（注）法務大臣が日本での永住を認めた者は、提出する必要はありません。 

11 日本語能力を確認できる証明

書 

外国人留学生は、次の書類のうち、いずれか１つを提出してください。但し、日本の大

学を卒業した者は提出不要です。  
①受入れ予定の指導教員が証明したもの（様式任意） 
②日本留学試験結果通知の写し（受験年度の指定はありません） 
③日本語能力試験等の結果通知書の写し（受験年度の指定はありません） 
④日本語学校等の成績証明書    
⑤本学国際教育交流センターが発行する証明書 

12 国費外国人留学生証明書 国費外国人留学生は提出してください。但し、本学に在籍中の者は提出不要です。 

13 検定料振込証明書 

又は検定料収納証明書 

 

事前に、検定料３０，０００ 円を指定口座に振り込みのうえ、検定料振込証明書を所

定用紙に貼付してください。 

検定料納入システムにより納入する場合は、検定料収納証明書を提出してください。 

検定料免除を申請する場合は、検定料を払い込まず、検定料免除申請書等必要書類を提

出してください。 

14 封筒（受験票送付用） 封筒 角形２号（33×24 ㎝）に志願者の住所・氏名を明記し１４０円分の切手を貼付し

てください。 

15 発送票 所定の用紙を提出してください。 

 


